
1沿　革

当センターの業務は、以前腐生部所属の衛生研究所公害研究部で行なわれていたが、公害の増

大。深刻化ととも紅昭和45年†0月同公害研究部は発展的に廃止され、県民生活部所属の独立

哉閑として公害センターが設置等れた。

設置の根拠は、埼玉県行政観餓鬼別に基づくもので、地方畿関として設置されている。

当初は、所長（県民生活部長兼務）以下15名の職員編成で大宮市内の旧衛生研究所轟内の仮

庁舎において業務を臨始した0同時に新庁舎建設のため設計作業を進め昭和45年度紅海いて実

施設計を完了した。

昭和4る年度紅おいて建設工事を完了、昭和47年5月新庁舎へ移転現在に至っている。

昭和45年11月　衛生研究所内に公害研究部を設置する。

取和45年1C月　衛生研究所公害研究部を廃止、公害センターを設置し、1課1葦（2科）

を置く。

昭和4占年　5月　テレメーター準備室を設置し、1誕1部（2科）1宝とする。

昭和47年　5月　テレメーター準備室をテレメーター重とし、研究部に寡三科を設置、1課

1部（5科）1董とする。

昭和48年▲7月　研究部を廃止、次長制を採用し、大気騒音部（2科）、水質部（2科）を

設置し、1認2部（4科）1室とする。

2　庁　　舎

（り　庁舎の設置　浦和市大字上大久保字東る59番地1

秦内因

埼玉県立厚生専門学院

埼l衛生研究所
公害センター

東京電力
埼玉支店

至不吉
乳

、・Å

社会保険埼玉
中央病院

バス発着所
（埼玉大学行

交通健闘：国鉄京浜東北線北浦和駅下車　西口から埼玉大学行バス厚生短大入口下車徒歩2分
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（2）庁舎等の概要

敷地而凝　15，2Dロガ

構　造　本　館　鉄筋コンクリート造り4階建

夏鳥彊鉄筋コソ”－巨造り平良建

典晶庫　ブロワク造り平屋建

真垂築面積　本　　館　廷

内　　訳　1階

2階

う階

4階

塔屋1階

塔屋2階

管理棟
及び車庫

薬品座

食　　計

5，25　ロ．5　5ぱ

1，559．□4～7㌔

1，28ム79㌦

1，195．50ぱ

1，195．50ぱ

155．25由2

58．25nf

485．80ガ

24．ロロゼ

5，758．15ぱ

起　工　唱和4占年る月25日　　　　　．

竣　工　昭和47年5月25日

設　計　複式会社　石凍建築事務所

監　理　埼玉県土木部宮鱒課

施　　工　株式会社　竹中工務店

大栄電気ノ腹式会社

第一エ英株式会社

束京ガス栓式会社

川姶重工株式会社

凍式会社日立製作所

神田通信横線式会社

工事費　781，817，210円

（テレメーター装置の工事費を含む。）

初年設備費■12占，000，000円

内　　訳　裾生研究所　　　80，000，000円

公賓センター　　4d，00C＝ロ08円
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庁舎平面図（本館）
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a　主　要　機　器

1．大気汚染測定哉

大気汚染自動記録討

オキシダント連続測定記録計

窒素酸化物測定記録装置

全炭化水素測定機

一一酸化炭素分析装置

テ
．

ジクル粉鞋計

大気汚染測定車

2　気象卸若

紫外線日動測定記録装置

テレクイブ受信装置

気象模写受画装置

微風向風速計

自記混湿計

5．測定機器

デジタル粉塵自動記録装置

交通塵パターン記録計

炭化水素自動測定装置

一酸化炭素分析計

イオンノーター

データ肘」ノコーダー

一酸化炭素自動測定機

オキシダント計

窒素酸化物測定磯

硫黄酸化物測定枚

亜硫酸ガス測定機

デジタル騒音計

中央値演算装置

セオドライト

臭気湛縮装置

排気ガス測定装置

1占台】硫黄酸化物測定記録装置

台
　
台
　
台

占台

1台

1式

22台

9台
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オゾy測定儀

振動測定記録装眉

油分分析装置

煙道中日o2　ガス濃度計

4．分析攣器

重油イオウ量粛走去置

分光光蛙計

ポーラログラフ

赤外線ガス分析計

低温灰化装置

原子吸光分光皮計

ガスクロマトグラフ

弗素ガス自動分析装置

蛍光Ⅹ線分析計

水銀分析装置

酸素ボンベ燃焼装置

ガスクロ検出器

試料交換器

軽油分折槙

振動分析袈違

いおう分析装置
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4　艇　　織

所長叫次長
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憎第

1．総合的な企画及び調整に関すること。

2．予算・経理に関すること。

5・財産及び物品の出納管理に関すること。

4・その他庶務事務に閲すること。

自動車排出ガス及び悪臭紅係る調査研究8指導並び

に防除技循の研究開発に関すること。

騒音。振動紅係る調査研究。指導並びに防除技禰の

研究用発に関すること。

「1．大気中のばい煙、粉じん有害物質等に係る調査研究

【に関すること。

・
ノ
ー
ー
ー
ー
し

諸第

「
・
－
ノ
し

科‥第

排ガス中のはいじん、いおう酸化物、有害物質等紅

係る調査研究一指導並びに防除技衛の研究開発に関

すること。

1∴公共用水域の水質低質及び土盛汚染粧係る調査研究

及び指導匿贋すること。

′

－

1

ノ

1

し

科二束

テレメーター窒

工場排水等に係る水質の調査研究指導並びに処理技

術の研究開発に関すること。

1．大気汚染の常時監視及び真贋の轟作管理に関するこ

と。

乙　システムの研究開発に関すること。
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6　予　算（昭和48年度）

（1）歳　　入

項　　 目 節 決　 算　 額 丁 備

用料 及 び手 数料
憂

璽

4 県 民 生活 手 数料

4 2 0，8 5 ロ円 主 に 市 町村 か

手　　 数　　 料 4 2 0，8 5 0 る鰻 重 手 数料

総 務 手 数 料 4 2 0，8 5 〔）

4 2 0，8 5 0

（2）歳　　出

款　　 項　　 目 節 決　　 算　　 額 備　　　　　　　 考

2 総 務 耳

2 企 画 費

2 計 画 調 査 費

5 県 民 生 活 費

5 公 害 対 策 封

9 應 費

1 1 需 用 費

7 賃 金

8 報 償 費

9 旅 費

11 需 用 費

12 役 務 費

15 委 託 料

14 豊 用 賀 及 蒜

15 エ 亭 請 負 費

18 備 品 購 入 費

27 公 課 費

5 4，る1 9，2 d ロ円

1，0 1 5．7 2 7

1，0 1 5，7 2 7

1 9 2，9 7 7

8 2 0，フ5 0

5 5，占G 5，5 5 5

5 5，占8 5，5 5 5

7 D 5，9 0 0

5 仇8 D O

8 5 0，9 9 7

5，9 2 5，9 8 8

1，4 9 1，9 る8

2 8，4 0 占，0 0 0

5 5，4 8 0

1 d，1 〔i5，2 0 0

5 8，0 0 0
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（昭和48年度）

尊
課　 科
国
．＝こ

蔵　　 名 氏　　　 名 事　　　 務　　　 分　　　 担

蓼

歪気等 童

l
！

1

所　　　　　　　 長 白　 沢　 忠　 雄 所内総括

次　　　　　　　　 長 弓　 削　 清一郎 所長補佐

課内絵爵 。予算　 t

庶 務 課
（4）

庶務課長 溝　 辺　 鉄　 建

主　　 任 松　 略　 秀　 夫 露理 。福利厚生

主　　 任 斉　 藤　　　 勇 自動車管理 ・運転

主　　 事 上　 田　 文　 子 庶務 。轟茎理

大　 気　 騒　 音　 部 長 川　 瀬　 喜　 一 l部内絵括

第 1 科
（8）

l

寓 1科長 】

技 師

北　 野　　　 拓 科内総括

尾　 野　 信　 也 自動車排ガス 。悪臭 。光化学物質換奮 っ研究

技　　 師 新　 井　 妥　 子 〝

技　　 師 松　 岡　 達　 郎 騒音 。振動試験

技　　 師 小　 島　 晴　 美 自動車排ガス悪臭 ・光化学物質検査 。研究

技　　 師
横　 国　 博　 美 】騒音 Q振動試鮫

技　　 師
　　　　 u
金 子 安 夫 自劫串排ガス 。悪臭 。光化学物質櫨査 ・研究

技　　 師 野　 辺　　　 博 〝

第 2 科
団

‖
i

第 2科長
（兼 ）

川　 瀬　 善　 一 科内総括

主 任

致 師

新　 井　 美　 杉 大気汚染検査 ・研究

水　 上　 和　 子 〝

技　　 師 竹　 井　 利　 勝 〝

l 技　 師 吉　 田　 康　 夫 〝

技　　 師 長　 田　 泰　 宜 〝

技　　 師 長　 島　 藤太郎 大気汚染検査 d研究補助

水　　 質　 部　　 長 和　 田　 雅　 人 部内絵括

第 1科長 村　 岡　 一　 郎 科内庵括

技　　 師 渋　 谷　 武　 一 t河川か 水質検査 ・研究



‾‾【不 言 T
E　氏　　 名 事

盲 【且 須　 月．敏　 英 河川水。水質頗

臼
⊇技　 師 大　 淵　 康　 彦 〝

1 科 技　 師
団

早　 戯・健　 司 〝

∃技　 師
ト】u 」

小川原　 妙　 子 〝

＿＿＿＿＿旦 垂 Ⅰ
木　 村　 久　 夫 〝

f宗 2科長
5 （兼 ） 和　 田　 雅　 人 科内総括

」・生 師 吉 壷‾‾‾両
エ場桝出水質検査。研

テレメーター
！室　 長 ‡

言茂　木　 正　→ 室内絵括

【技　 師 今　 田　鏡　 徳 テレメーター解析，研

技　 師 巨五　井　 弗　 宏 〝

l技　 師 汲　沢　 癒　二 〝

職眉の転出及び退職者
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